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国見町歴史まちづくり重点（南部）地区都市再生整備計画 ○

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 福島県国見町

・奥州街道旧藤田宿にある奥山家住宅を訪れる観光客数を1,415人（平成30年度）から1,700人（平成34年度）に増やす。
・町民の歴史や文化への理解を深め、歴史や文化に触れあったと感じる町民の数を増やす。
・阿津賀志山防塁及び中尊寺蓮池の担い手を育成するため、認知度を高める。

（H30当初） （H34末）
奥山家住宅一般公開イベントへの来訪者数（年２回実施）

国見町の歴史や文化を魅力的だと思う町民の割合

認知度調査による防塁を認知する人の割合

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 R1 R2 R3 R4 策定状況

1-Ａ-1 都市再生 一般 国見町 直接 460.3 別添

合計 460.3

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計

番号 備考

（参考様式２）社会資本総合整備計画 令和3年7月1日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

本地区は、道の駅「あつかしの郷」に来訪者が集中する地区である。地区内に存する国指定史跡 阿津賀志山防塁（下二重堀地区）や奥州街道旧藤田宿への回遊性を高めることを通し、地域の文化や歴史などの多面的な交流を進めるとともに、
町民の歴史や文化に対する理解も深めることで、地区が持つ特性と資源を活かした、国見町に住む人、そして訪れた人が魅力を感じるまちづくりを進める。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

11.0%
-

20.0%

-
1,415人／年

-
1,700人／年

27.4%
-

30.0%

国見町

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益比

（事業箇所）

0.0百万円 Ｃ 0.0百万円 Ｄ 0.0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
460.3百万円 Ａ 460.3百万円 Ｂ

国見町 国見町歴史まちづくり重点（南部）地区都市再生整備計画 阿津賀志山防塁歴史公園20,000m2外

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

全体事業費
（百万円）

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



様式（１）-①

都市再生整備計画(第3回変更)

国見町歴史まちづくり重点（南部）地区

福島県　国見町

令和３年７月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 412 ha

平成 30 年度　～ 令和 4 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成30年度 令和4年度

％ 平成30年度 令和4年度

％ 平成30年度 令和4年度阿津賀志山防塁の認知度 認知度調査による防塁を認知する人の割合／認知度調査数 阿津賀志山防塁への理解を深め担い手の育成を図る。 11.0% 20.0%

観光客数 奥山家住宅一般公開イベントへの来訪者数（年２回実施） 道の駅から旧藤田宿への来町者の周遊を図る。 1,415人／年 1,700人／年

歴史や文化に触れあう町民の割合 国見町の歴史や文化を魅力的だと思う町民の割合 町民の歴史や文化に対する理解を深め、地域の伝統や文化継承を図る。 27.4% 30.0%

＜町内の史跡等を観光施設として整備し、道の駅を中心に、町内外の人々が町全体を周遊し、地域との交流を推進するまちづくり＞
・歴史的建造物や街並みなどの地域資源を活用・再生し、国見町を訪れた人が魅力を感じるまちづくりを推進します。
・道の駅「国見 あつかしの郷」を周遊の起点として観光地周辺の道路や観光情報板等の整備を行い、観光客の周遊性や利便性の向上を図ります。
・「ひと」は町に活力を取り戻す貴重な資源と捉え、地域の担い手が地域文化を理解し、地域の伝統や文化を継承できるまちづくりを推進します。

○国見町の現況
・国見町は福島県の中通り地方の北端に位置し、北は宮城県白石市、東は阿武隈川を挟んで伊達市、南は桑折町と隣接します。面積37.9k㎡、人口約9,345人（H27.10.1現在）で、果樹を中心とした農業を主産業とする町です。
・町の中央を南北にJR東北本線(藤田駅・貝田駅)、JR東北新幹線、東北自動車道（国見インターチェンジ、国見サービスエリア）、国道4号が縦走し、交通の要衝となっています。
・１時間（６０ｋｍ）圏内に、仙台市、福島市、郡山市、米沢市、山形市など東北の主要都市があり、東北本線・東北自動車道・国道・県道などが整備され、アクセス性が高い地域となっています。
・特産品は、桃、柿（あんぽ柿）、リンゴ、さくらんぼ、プラム、ブドウ、アンズなど果樹を中心とした生産体制が整っています。

○これまでの取り組み
・平成24年度から平成28年度の都市再生整備計画事業により、観光・交流・情報発信などを促進するため国道4号沿線に道の駅「国見　あつかしの郷」を整備しています。また、地域の果樹や野菜のＰＲに取り組むとともに、地域で受け継がれる地元食（豆腐ごはん、川内野菜など）の
掘り起しや伝統文化（内谷地区太太神楽）の継承に取り組み、町民が町への理解を深め、来訪者との食・歴史・文化といった多面的な交流ができるよう意識醸成に取り組んでいます。

＜地域資源や貴重な歴史文化の活用＞
・国道４号に地域振興・観光・交流の拠点となる施設を整備したことにより来町者が大幅に増加しているため、来町者の回遊性を確保し、町の多様な地域資源や貴重な歴史文化など地域との交流を促進させることが課題となっています。

＜継続性のある観光の創出＞
・年間を通して、イベント開催などで集客を図っているものの、観光のリピートに結びついていない現状があり、継続性や周遊性のある観光の創出が課題となっています。

＜歴史的建造物保存の促進＞
・町の人口の約半分が集中する旧藤田宿には、国登録有形文化財である奥山家住宅を中心として、石蔵など歴史的な建物が多く残っていますが、空き家となり管理がされない建物が増加しているため、景観や生活環境の保全のための担い手（移住者・若者の居住など）の誘導が課
題となっています。

・第５次国見町振興計画（後期計画）では、『国見町民であることに喜びと誇りを持ち、心をあわせて希望に満ちた未来を創るまち』を基本理念に掲げ、“地域資源を活かしたまち”、“人が輝くまち”、“交流と連携のまち”をまちづくりの基本計画（政策・施策・事業）に位置付けています。
・国見町都市計画マスタープランでは、『心をあわせて希望に満ちた交流のまち』を基本理念に掲げ、“交流によりにぎわいが生まれるまち”、“希望と活力に満ちたまちなか空間”、“心あわせて住み続けられる町民が主役のまち”をまちづくりの目標に設定しています。
・国見町歴史的風致維持向上計画では、歴史的風致を形成する建造物の保存や整備、歴史的風致の維持向上に資する環境の維持、周遊機能の向上など、町民や来訪者が本町特有の風致を感じられるような整備を行い歴史的風致の維持向上を図ることを目指しています。
・国見町空家等対策計画では、『安全安心の確保』、『活用の促進』、『連携と協働』を基本理念に掲げ、“発生抑制”、“管理不全の解消”、“有効活用”、“推進体制の構築”を計画の方針に位置付けています。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福島県 国見町 国見町歴史まちづくり重点（南部）地区

計画期間 交付期間 4



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
（交流人口の拡大）
・来町者の町内での交流を促進するため、町のシンボルである国指定史跡「阿津賀志山防塁（下二重堀地区）」を中心に、隣接する中尊寺蓮池と一体的な整備を行いま
す。また、史跡を含む区域の適切な保護・管理を継続的に行うためボランティア団体の育成を図ります。
・来町者のまちなかへの誘導を図り地域交流を促進するため、東北本線藤田駅・旧藤田宿と道の駅「国見　あつかしの郷」を結ぶアクセス道路を整備します。

・阿津賀志山防塁歴史公園整備事業（公園）
・中尊寺ハスボランティア育成事業（提案事業・まちづくり活動推進事業）
・町道116号改築事業（道路）

（歴史的建造物保存の促進）
・宿場町などの景観を良好に保存していくため、デザインコードなど統一的な指針を定めるための計画を策定します。

・歴史的景観保存計画策定事業（提案事業・事業活用調査）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ
道路 国見町 直 L=180m 平成30年度 令和2年度 平成30年度 令和2年度 224.8 224.8 224.8 224.8 －

道路

道路

道路

公園 国見町 直 A=20,000m2 平成30年度 令和2年度 平成30年度 令和2年度 221.8 221.8 221.8 221.8 1.04

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 446.6 446.6 446.6 0.0 446.6 1.04 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

国見町 直 N=1式 平成30年度 令和2年度 平成30年度 令和元年度 7.3 7.3 7.3 7.3

国見町 直 N=1式 令和4年度 令和4年度 令和4年度 令和4年度 3.0 3.0 3.0 3.0

国見町歴史まちづくりフォーラム 間 N=1式 平成30年度 令和2年度 平成30年度 令和2年度 3.4 3.4 3.4 3.4

合計 13.7 13.7 13.7 0.0 13.7 …B

合計(A+B) 460.3

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

国見町 文化庁 A=10,320m2 ○ H30 H32 40.0

合計 40.0

交付対象事業費 460.3 交付限度額 207.1 国費率 0.45

交付期間内事業期間
細項目

町道116号改築事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

連携生活拠点誘導施設

阿津賀志山防塁歴史公園整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

歴史的景観保存計画策定事業

事業効果分析調査

まちづくり活
動推進事業

中尊寺ハスボランティア育成事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 阿津賀志山防塁総合活用整備事業



都市再生整備計画の区域

 国見町歴史まちづくり重点（南部）地区（福島県国見町） 面積 412 ha 区域
大字藤田、大字山崎、大字小坂、大字泉田、大字徳江、大字森山、大字塚野目、
大字西大枝、大字大木戸

都市再生整備計画

区域面積 412ha

国見町歴史的風致維持向上区域

区域面積 1,115ha

都市再生整備計画区域

▲

★ 道の駅



奥山家住宅一般公開イベントへの来訪者数（年２回実施） （人／年） 1,415人 （平成30年度） → 1,700人 （平成34年度）

国見町の歴史や文化を魅力的だと思う町民の割合 （　％　） 27.4% （平成30年度） → 30.0% （平成34年度）

阿津賀志山防塁の認知度 （　％　） 11.0% （平成30年度） → 20.0% （平成34年度）

国見町歴史まちづくり重点（南部）地区（福島県国見町）　整備方針概要図

目標
町内の史跡等を観光施設として整備し、道の駅を中心に、
町内外の人々が町全体を周遊し、地域との交流を推進する
まちづくり

代表的な
指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業
（公園）
・阿津賀志山防塁歴史公園整備事業
A=20,000㎡ C=222百万円

■基幹事業
（道路）
・町道116号改築事業
L=180ｍ C=225百万円

□提案事業（事業活用調査）
・歴史的景観保存計画策定事業
N=1式 C=7百万円

・事業効果分析調査
N=1式 C=3百万円

□提案事業
（まちづくり活動推進事業）
・中尊寺ハスボランティア育成事業
N=1式 C=3百万円

●奥山家住宅

▲

★ 道の駅


